
 地区新人戦  優 勝！！ 

～ 楯岡高から東桜学館へと１５連覇を飾る ～ 

   ９月１０日（土）新庄南高校で行なわれた地区新人大会。楯岡高校から中高一貫校東桜学館と

なって開校し、新庄南、北の３チームによるリーグ戦。先輩方が築き上げた１４連覇のプレッシャー

に負けず８名の部員と助っ人３名の１１名全員が心を一つにして戦い、平成１４年から続けてきた連

覇を見事に達成してくれました。対新庄南戦は、１０対０の４回コールド。対新庄北戦は、８対１の

５回コールド見事に１５連覇を達成してくれました。今年の新チームも国体予選、宮城県加美町で開

催されたＲｏｏｋｉｅｓ’東北女子高校ソフトボール大会など数多くの試合経験が大きかったよう

です。 

  部員不足で練習試合に助っ人をしてくれました山辺高校はじめ県内外のソフトボール部員の皆様

に感謝を上げます。  

 

   

        

◆「今回の新人大会は、15連覇がかかっていました。前日からとても緊張し、また 2週間前から調子が悪く、

けがも多かったのでどうなるか心配しましたが無事 15連覇達成出来て本当に良かったです。守備では、秀美

の調子がよく、みんなテンポよく守備につくことが出来ました。ただ、外野を抜けた時に指示を出すのが遅

く、カットを一直線に誘導することが出来なかったので、ランナーを見ながら指示を出して行きたいと思い

ます。」  

◆「今回は、15 連覇がかかった大会となりました。また、2 年生主体の新チームで初めての公式戦でした。

私は、キャッチャーになって初めての大きな大会でしたが、適度な緊張で良い精神状態で臨むことが出来ま

した。1試合目は守備が安定していて大きく打たれることもなく、バッティングも焦らずに丁寧に繋げること

が出来ました。」  

◆「今回の大会では、最初から最後まで自分達の流れで試合が出来と思う。でも県大会では、相手の流れに

なることも多くあると思う。その時に自分たちに流れを持ってくるのは、やはり声だと思うので流れが悪い

時でも声をみんなで出して良い雰囲気で試合が出来るようにしたい。」  

 



        

◆「今回の大会は、8番ライトで出場しました。バッティングでは、新庄南戦の 1打席目で三振をしてしまい

ました。その反省を踏まえて次の打席では、バッターボックスの立つ位置を変えたりバットの出し方を工夫

してみました。そうしたらインコースのボールを引っ張って打つことができました。新庄北戦では、2本とも

しっかりとミートすることが出来ました。その 1 本は、左中間に飛ばすことが出来きましたが、三塁でアウ

トにされてしまいました。もっと速く走って塁に残れるようにしたいです。県大会では、今回の良いところ

を出し、ダメなところは、練習をして、良い結果を出せるようにしていきたいです。」  

「私にとって、今回の大会は、初めての公式戦でした。試合開始時間が迫ってくると徐々に緊張してきまし

た。・・・打てるかな？ エラーしないかな？・・・など沢山の不安でいっぱいでした。実際、試合ではヒッ

トが一本出たけど、全然納得のいく一打が出ませんでした。守備でも一回だけ凡フライが来たのですが、グ

ローブを出しながらボールを落としてしまったので、グローブを出さないで全速力で追えば捕れていたかも

しれないと思いました。今回の大会でたくさんの課題が見つかったので県大会までしっかり練習して、課題

を潰していきたいです。」  

    

 ◆「夏休みは終わってからあっという間に新人戦がやってきました。助っ人さんも 3人来てくれて単独のチ

ームとして出場することが出来ました。この新人戦では、不安が大きくて、もし負けたら・・・とか考えて

しまっていました。でもいつも通りを心がけていました。2試合だったけど秀美先輩のピッチングもよく三振

も多く取れていました。三者凡退で終わり東桜に勢いがついたと思います。一つ一つのことが上手くできて、

今回の結果に繫がったと思います。私もチームに貢献できるように試合経過をすぐに確認できるようにして

いきたいです。」  

          

      助っ人の 3名もそれぞれ役割をしっかりと果たしてくれました。ありがとうございました。  



           

              

            

              さすが３年生！ 昨年同様に激励、応援をしてくれた！  

                 

   

    ～ ムクゲの花言葉は、「信念」と「新しい美」と言われています。 

ソフトボール部は十五年間、部訓の下で先輩が築いてくれた連覇の道を貫通し 

校名が変わっても優勝という新しい美を見事に咲かせ続けた～ 

 グラウンド脇に咲いているムクゲは、今年も祝ってくれていた！ 

楯岡高から東桜学館と十五年間勝利を見続けている。 

 


